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はじめに

未来を耕す
豊かな森、⽥畑、⾥⼭の暮らしが息づくこの南丹。

5年後、10年後、そしてその桻、どんな⾵景にしていきたいですか。
地域の栂も、移り住む栂も、訪れる栂たちも、

春を待つこの⽇、農と地域について⼀緒に考えてみませんか。

　2025年2月15日（土）、京都府南丹市にて3年目、3

度目となる「農×地域シンポジウム2025　未来を耕

す～根をはり 耕す 道づくり～」を開催しました。この

シンポジムは、「農」を切り口に地域住民や矎住を考

えている人などが課題や経験を共有し、多様な在り方

を認識することで、今後の持続可能な「農と地域」の

姿を一緒に模索していくためのきっかけの場となるこ

とを目指しています。　

　南丹市に限らず、日本各地の中山間地では、長い年

月をかけて培われてきた農の営みや里山、農村環境

を維持していくことが難しくなっています。高齢化や

少子化、都市部への人口流出などによる担い手の急激

な減少が大きな要因ですが、中山間地における「持続

可能」な地域の在り方を考えれば考えるほど、複雑に

問題がからみあい、それらを切り分けて個別に取り組

んでいては、持続できる姿にたどり眙けないというこ

とがわかります。

　矎住者や関係人口を含めた多様で幅の広い”担い

手”を増やしていくこと、地域の中でできることを模

索していくこと、分野をこえて協力しあうこと、それら

に必要なサポートが適切に提供されることなど、必要

とされる取り組みや体制を構築しなければなりませ

ん。そしてそれを長期的に機能させていくために

は、行政や関連機関、団体だけではなく、個々が課

題をしっかりと認識し、協力しあって動き出すことが

できる土台を作ることが必要です。

 シンポジウムのタイトル「未来を耕す」、そして以

下の呼びかけ文には、多様な考え、経験、立場を持

つ人たちが、多様なビジョンを持ち合って集い、対話

を通して足元から豊かな地域を未来に向けて作って

いく、そんなはじまりの場になっていくよう思いをこ

めました。

 シンポジウム当日は、主催者の予想を大幅に超え、

南丹市内と近隣の他府県を含め、300人を超える皆

様にご来場いただきました。登壇者の話に眏剣に耳

を傾ける姿、初めて会う方と矪極的に話をする姿、

うなずきながら楽しそうに会話をする姿など、会場

が「未来を耕す」人々であふれかえっていました。

　この冊子を通してシンポジウムを振り返ると共

に、あの場でつむがれた内容を皆さまと共有してい

くことで、また未来へをつながる道をともに耕し、矜

をまき、根をはっていくことができるよう、心より願

っています。
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⽬次

この事業は、「令和6年度京都府地域交響プロジェクト交付⾦」を活⽤しています。
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協賛：明治国際医療⼤学
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この冊⼦および農×地域シンポジウムに関するお問合せ
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E-mail： tsumugi.nantan@gmail.com���HP： https://tsumugi-kyoto.net/
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　「農×地域オユバガビ　未来を耕す」は、農

の切り口から中山間地が抱える課題を考える場

を与ろうと、2022年、地域の課題に取り組む有

志が集まったことが始まりです。半年仠上の準

亇期間をかけて、第１回目のオユバガビを２０

２３年２月に開争しました。

 このオユバガビは、農と地域の課題に取り組

む団万、農業者を含む地域丄民、行政、そして農

×移丄に関心のある移丄希望者などの人々が出

仳い、お互いを知り、課題を仗有することで未来

へ向けた取り組みのきっかけの場となることを

ねらいとしました。

　１回目のオユバガビ（２０２３年２月１８日）は

「これからの農と地域を考える」とし、地域丄民

と移丄者など外からきて地域にかかわる人たち

とがどのようにかかわっていけるのかというこ

とを中心に、龍谷大学経済学部の西川芳昭教授

に『風の人』『土の人』の視点を取り仏れた農と

地域の未来に関する基調講演をいただき、事丞

発表に加えて、南丹市の農業、森林と農村、ゝー

ゟゾザア農業、農×移丄の４スーパでの分科仳を

設けました。南丹市内外から関串者を含め、１3０

名仠上の方にご参加いただき、１日をかけてあ

ちこちで熱心な意見交換が生まれていました。

　２回目（２０２４年１～３月、計３回の連続開争）

は「種まきヒ―スゖユィ」とし、「地域の担い手を

どうやって育成していくのか」「多様な農の在り

方が根付いていくには丈が必要なのか」「移丄者

を地域でどのように受け仏れていくのか」かなどにつ

いて、地亼の農家の方や、非農家から農家になった方

にご登壇いただきました。南丹市の丄民、農家、行政

関串者、取り組み団万等を中心に各回４０名ほどの

方々にお集まりいただき、多様な事丞の紹介や、ィマ

ーナでの話し合いなどを通して、理解を深め、新たな

つながりやゕ゗ズゖゕを持ち帰る場となりました。

　３回目の開争となる今回のオユバガビは、このオ

ユバガビの開争地となっている南丹市日吉町にある

明治国際医療大学に新たに農学系新学部が開設され

るというゾヘーガと、ゼ゠ヘピユゲポー映画「百姓の百

の声」を上映したいということ、また、より多くの方が

地域の農業や生産者の方たちと出仳い、交流する場と

してパマオ゚も開争しようというゕ゗ズゖゕを合わせ

て１日のナムィボビを構成しました。

　過去のオユバガビにお集まりいただいた方や、今

回のオユバガビでパマオ゚のみにご来場いただいた

方を合わせると、３００人仠上の方にご参加いただいた

ことからも、農、地域、食への関心の高さと、丈かでき

ることをしていきたいという思いを持つ方が本当に多

くおられるということが示された場でもあるといえま

す。

　

　京都府南丹市は、2006年に4町（美山、日吉、園

部、仓木）が合丕し、東京23区とほぼ同じ面積である

約616㎢の広大な地域に約3万人が丄んでいます。

（２０２５年3月現在２万9，426人。20年前の合丕時人

口は同月3万6，304人／出典：南丹市HP）

　豊かな森や里山の環境が維持されている農村地域

も多くあり、街の゛ポゕは京都市内からのゕアギガが

良いという利点がある一方、仐万では高齢化率が

36.4％、特に仓木、日吉、美山では高齢化率が40％

を超えるなど、人口減少もあわさって様々な課題に

も直面しています。（2023年度数习／出典：南丹市農

業の概要：仟和6年度南丹市農業推進課※）

 「農」の観点からみると、南丹市の北部に丂置する

美山町と日吉町、そして、市役所所在地である園部町

の西部の農地は典型的な中山間地にあり、大規模な

圃場整亇ができない゛ポゕであるため、農の担い手

が急激に減っている地域でもあります。これらの地域

では、「農」だけでなく集落機能仐般の担い手が減少

しており、与業に携わることで維持されてきた森林や

農地を含む里山環境の土台である農村が今後どうな

っていくのか、と危惧を抱かせる状況になっていま

す。

　また、オゞや゗チオオなどの野生動物による獣害

も増え続けており、さらに「農」の営みの維持を難し

くさせています。

　南丹市の農業の現況は、2020年の南丹市農林業

ギユエガによると、農家戸数は5年前比で384戸減

（13.7％）の2,420戸（販売1,535戸、自給的農家885

戸）、そのうち仕事として主に自営農業に従事してい

る基幹的農業従事者数は1,446人となっており、平

均年齢70.2歳、65歳仠上が1,218人と仐万の84.2％

を占めています。また、後継者がいない農家は

1,066戸で、仐万の66.6％に上ります。（出典：※に

同じ）

　人口減少対策の1つとして南丹市への新しい人の

流れを与るべく、移丄・定丄丳進にむけた空き家ッ

ユアの整亇が進み、2015年から定丄丳進エバーセギ

ユゲーが設置されるとともに、移丄者への丄宅購仏

や整亇のための支援、起業支援などの亾実を含め、

積極的な取り組みが実施されています。2022年か

らは南丹市参農エバーセギユゲーとして、新たに

「農」に取り組みたいという方に向けた相談窓口が

開設され、小規模の自給的な農も含め、農地を活用

したいという方も対象に、多様な形で地域に根付い

た農への関りができるようにエバーセ提丧が始まり

ました。

第１回農×地域シン
ポジウムのまとめ冊
⼦はこちらからダウ
ンロードできます。
（つむぎHP・PDF）

南丹市定住促進サイト
nancla（なんくら）
(空き家バンク情報あり）
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開会 9：50

ドキュメンタリー映画上映�10:00∼12:10  
 「百姓の百の声」�
   

つながるマルシェ���������������11:00�開始
 

昼休憩

全体会 13:30∼14:45 パネルディスカッション「根をはり�つながる�道づくり」

   

分科会 14:55∼16:15
�① 「農と地域のこれから」

�② 「百姓のナマの声」

　柴田 昌平 さん　（同上）

　下間 康広 さん  （しもつま農園）

　須賀 智昭 さん　（農園negu）

　谷口 光里 さん  （同上）

　堀 悦雄 ＊      （丹波ハピー農園）

ファシリテーター　山本 奈美 さん　（同上）

開
催
プ
ロ
グ
ラ
ム

農×地域シンポジウム2025
「未来を耕す∼根をはり�つながる�道づくり∼」

⽇時：2025年2⽉15⽇（⼟）     会場：明治国際医療⼤学10号館

　秋津 元輝 さん　（京都大学教授／食農社会学・食農倫理論、明治国際医療大学新学部設置準備室長）

　柴田 昌平 さん　（ドキュメンタリー映画監督）

　谷口 光里 さん  （谷口農園）

　山内 守 さん 　 （南丹市副市長）

　ドワイヤー はづき＊ （特定非営利活動法人つむぎ）

ファシリテーター　山本 奈美 さん　

　　　　　　　　（京都大学大学院農学研究科研究員（非常勤）、明治国際医療大学新学部設置準備室）

　秋津 元輝 さん  （同上）　

　香川 賢人 さん　（株式会社京八／株式会社京Work 代表取締役）

　西村 寿 さん    （農村RMO摩気 副会長）

　山内 守 さん    （同上）

ファシリテーター　鈴木 健太郎＊ （369商店／（一社）京都オーガニックアクション代表）

監督 柴田昌平　製作・配給 プロダクション・エイシア

3.
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登
壇
者
プ
ロ
フ
�
�
ル

しもつま  やすひろ

下間�康広�さん 
しもつま農園

兕丹市園跰町冹责。 赯業高校兒業後、瞐会

人を4年経験したが、はっきりとしたやりが

いを感じたく就赯。地域での畑を預かり、規

模を拡大していく中で、人や地域との関わり

に幾度となく儀けてもらい、繋がりの大净さ

を実感した。高齢儵が趧む赯業冿野の中で

繋がりを大净にしたゕアオペユを起こしてい

きたい。

にしむら  ひさし

⻄村�寿�さん�
農村RMO摩気�副会⻑

兕丹市園跰町冹责。NPO法人 摩気高山の跳

振耜会 凩理事長兹事儗局長。２０１１年京跴

府を趋職後、２０１６年「摩気高山の跳振耜

会」の設立と同時に理事に就任。２０１８年に

凩理事長。2024年から摩気振耜兔議会

(RMO)凩会長。現在は併せて、赯業に従事。

ドワイヤー�はづき 
特定⾮営利活動法⼈つむぎ 代表理事�＊

兵庫県瞝戸市冹责、兕丹市日吉町在住。小さい赯

×矎住を実践した当事者としての視点を活かし、

里山赯村での多様な担い手を増やすべく、講座

などを企画、趴営している。環境、平和、国際交

流の冿野で趜訳・ポエーゴ業を営む。 お米と兤

を耐給中。

やまうち  まもる

⼭内�守�さん�
南丹市副市⻑

兕丹市園跰町冹责。平成元年6月、園跰町赯業兔

同組合に入組後、京跴赯業兔同組合信用担当常

儗、京跴府信用赯業兔同組合趣合会理事を歴任。

平成30年7月からは、兕丹市凩市長に就任、現在

に耒る。

たにぐち   ひかり　　　　　　

⾕⼝�光⾥�さん�
⾕⼝農園 

兕丹市日吉町冹责。代々赯業を営む家に生まれ

肬つ。2016年関西学院大学人間瞮瞕学跰兒業

後、日本赯業経営大学校で2年間赯業を学び、

2018年4月に就赯。現在はヂ゙ガで数品目の野

菜を赯薬、儵学肥料を使用せずに栽培し産直団

体に冹肖するほか、水矞の作業受託を行ってい

る。

 しばた　 しょうへい

柴⽥�昌平�さん 
ドキュメンタリー映画監督

東京跴冹责。1963年生まれ。NHK、民族文

儵映像睊矶所を経て独立。凉監真作品『ひ

めゆり』で文儵庁映画賞大賞他受賞。代表作

に、山村に暮らす老人と高校生の交流を記

録した『森聞き』、食を净り口に日本人と耐

然の関係を描き冹す『光年の一滴　だし　

しょうゆ』などがある。

 あきつ    もとき

秋津�元輝�さん 
京都⼤学教授／⾷農社会学・⾷農倫理論、
明治国際医療⼤学新学部設置準備室⻑

香川県冹责。環境問題への関心から47年凞に赯

学跰を志しました。赯村瞐会睊矶を皮净りに、赹

年では食を焦点として人間と赯村を結ぶ睊矶に

注出してきました。本年4月からは明治国際充療

大学に矎り、従来の赯学の贴換を趧め、食からの

地域冁生をめざして新学跰の凯成をおこないま

す。

かがわ　  けんと

⾹川�賢⼈�さん
⾹川興業�代表
株式会社京⼋／株式会社京Work�代表取締役

兕丹市日吉町冹责。2012年に香川耜業を設

立。

2017年に株式会瞐京八を設立し、九条ダァ・

野菜・米・函工品の生産・販売・函工・兦を行

う。

2024年に株式会瞐京Work代表取締役に就任

し、就儇継続支援A型事業所の趴営を行う。

全
体
会
 
根
を
は
り
つ
な
が
る
道
づ
く
り

分科会①農と地域のこれから

分科会② 百姓のナマの声

＊は実行委員会

ピユッー

4.
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やまもと    なみ

⼭本�奈美�さん �
京都⼤学⼤学院農学研究科研究員（⾮常
勤）、明治国際医療⼤学新学部設置準備室

大阪府冹责。国兼外のNGO職員として平和・

開発・環境問題に取り組んだ後、京跴の山間

地で有機赯業を実践してきた。現在は大学に

て教鞭をとりながら、持続可胂な食と赯、有機

給食、学校菜園、矎住儇働者（特に在日ドボカ

マ人ウヒヘゾスゖ）の食と赯などをスーパに睊

矶活儔を行う。

 すずき      けんたろう

鈴⽊�健太郎
⼋百屋369商店／京都オーガニックアクショ
ン代表理事 ＊ 

瞝奈川県冹责。2010年に京跴市兼から兕丹市

に矎住。赯村瞐会が構趠的に持続可胂でない

ことに衝撃を受け、2014年にLocal&Organic

をスーパに宅配専門八百屋369商店を開業。

2017年に、それぞれ孤立している有機赯家や

小売店を繋ぐ共同ナムカ゚アセ「京跴ゝーゟ

ゾザアゕアオペユ」立ち上げ。

 ほり   えつお

堀��悦雄
丹波ハピー農園 ＊

兵庫県丹波市冹责。儶海趻で牛飼いを学んだ後、

1995年から兕丹市八木町で赯業を始める。現在、無

赯薬・無儵学肥料で複数矜類のお米を同じ水田で肬

てる「虹いろ米」や、大豆を約10町の赯地で栽培。月

1回「パ゗ネーガ百姓交流会」を開催し、経験や赯法

などを問わず、また、百姓でなくとも食や赯に関心の

ある人なら参函できる集まりの場を作ってきた。

   すが   ともあき

須賀�智昭�さん 
農園negu

京跴府宇治市冹责。19歳から10年間生聗店償儗。

独立を目指し聗の本場トボユガへ留学。留学の際、際

循環型有機赯業を体験作物の美味しさと生活や人と

の触れ合いに魅せられ帰国後赯業を始める。現在お

米を中心に野菜、聗などを栽培。耐ら栽培した聗でモ

ーアオペザナを開催中。京＋肍テボ、耐然赯、耐然栽

培赯家が集まるウヒヘゾスゖに参函活儔中。

フ
�
シ
リ
テ
�
タ
�

　このオユバガビには、兕丹市兼およ

び京跴府、大阪府、兵庫県、滋賀県から多

くの皆様にご参函いただきました。

　地域住民や赯家の方、大学生や赯業に

関わる聪者、つながるパマオ゚会場には

小さなお子さんも多く、年代も幅広く、多

様な育景、関心をお持ちの方々にお集ま

りいただきました。

　以下はご参函いただいた方々の人数お

よびその兼訳です。

ご参加のみなさん

全体参加者数
※映画上映および全体会/冿矁会にご参函いた

だいた方の人数です。つながるパマオ゚のみご

参函の方は含まれません。

全体合計 207名
  兼訳

　　兕丹市兼   90名

　　兕丹市外　117名
  　　　(うち、学生　21名)
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食べている限り、

誰の隣にも「農」はある。

なのにどうして、

これほど「農」の世界は

私たちから遠いのか。

これは自然と向き合い

作物を熟知する百姓たちの

叡智を訪ねたドキュメンタリー

 「耕す人々」の世界の入り口が

ここにある。

「・・・おそらく、僕たち消費者がふだん触れる農業は、「問題」や「課題」として農業
を伝える報道か、あるいはその逆で「ユートピア」として謳いあげるかのどちらか。
「こんな困ったことがある」「こんな困った⼈たちがいる」、あるいは「こんな素晴らしい
取り組みがある」―――真っ⿊か、真っ⽩か。つまり⼆極化された⾔論空間になっている
のでしょう。そこには、普通の農家の⼈たちの声はありません。
 だからこそ、⽥んぼで農家の⼈たちが何と格闘しているのか、ビニールハウスの中で何
を考えているのか。僕たちが漠然と「⾵景」としか⾒ていない営みの、そのコアな姿を知
りたい。たくさんの農家と出会い、その⽪膚感覚や⽣き⽅を知りたいと思ったのです。」

出典:

農家を肌で感じる旅へ

現代農業：2022年9月号　246ページ～252ページ

連載タイトル：映画『百姓の百の声』制作秘話（1）

執筆者：柴田昌平

5.�開催の詳細と内容のまとめ

﹁
百
姓
の
百
の
声
﹂
制
作
秘
話�

記
事
抜
粋

映画『百姓の百の声』より
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普段から生産者さんには感謝しています。

ひとくくりに「農家さん」と呼んでいるけ

ど、「百姓」とは本当に百通り、百の思い、

百の声、百の知恵、百の苦労があるのだと

思いました。国の政策に翻弄されながら

も、百姓の力で私たちの暮らしを支えてく

ださっている。米が高い、野菜が高いという

だけでなく、もっと足元を見て、この映画を

見てほしいと思います。百姓がいなくなっ

たら私たちは生きていけないのだから。

各農家さん（百姓）が自分でやりたいと思っ

たことを自身で考え自分で行動されている。

規模もやり方も異なっているのですが、それ

ぞれが他人のせいにしないというとても清々

しい生き方をされているのが印象的でした。

百姓の世界は生き方の多様性、自主独立の

気持ちが一番の魅力だと感じました。

百姓は哲学者だ！

やっぱり一から食べ物を生み出す農業という仕事はかっこ

いいなぁと誇りに思えました。

小農の強さと不安になることを楽しみに変えられる百姓

のド根性を見せられました。

土地を離れることのできない百姓

の創意工夫が実を結んだとき、自

分ひとりにとどまらず周りの人、

遠く離れた地域にまでその継承

を望む生き方は尊敬でしかありま

せん。

　©プロダクション・エイシア　（P８～９掲載写真すべて）

ご
参
加
い
た
だ
い
た
⽅
の
声 ナレーターの言葉一つ一つ、たねの写真に

魅了されました。百姓は百の仕事ができる

人、すごいですね。
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矀津さん：

世界の農業の状況は、家畜の飼料、甘味料系の添

加物などのためのゼフムウオ生産、原料生産が増

え、農業の機械化に仸いどんどん変化している。同

時に食も変化しており、食べているものの原料が

どこから来ているのか、超加工食品などの影響も

睊矶されている。圧乖的多数の都市に丄む人々が

地域や農につながり、持続的な農業の未来を考え

ていくには食べるというところから考えていかな

ければならない。南丹でも農業をしている人が減

ってっている状況だが、そういう人たちも食べ物は

食べる。食べ物を基瞅にして生きていく、いかによ

い食を睱乀していくのか、いい農業と結びつくとい

うことが重要。
同時に地域と都市が一

緒に考えていくような

仕組みづくりが必要。

食をヌーガにし、農業

も含めた地域づくりを

地域から始めることを

提言している。

農と地域の「今」を様々な視
点からとらえてみましょう。
どんな道が⾒えてくるでしょ
うか。

現在の取り組み、課題、
  ⽬指しているものを教えてください。

山内さん：

JAィマーナで29年、その後

副市長として７年目。市とし

ては、農業に深くかかわりの

ある胏炭素と地域防災に力

をいれていこうとしている。

仓木にある日本初のッ゗ゝ

パガナボユセで与る液肥を

丙って土づくりをする循環

型の農業を「環境に負肖を

かけない農業」として地域の

ドボユゼ化の視野にいれて

いきたい。

柴田さん：

谷口さん：

県外で就学したのち、６年前にUゲーユで就農。農業を継

いでほしいと言われたわけではないが、地亼を離れて暮

らす中で生まれ肬った地域の聄さ、食べ物のおいしさに

気が付き、農業を暮らしとしてではなく、仕事として行い

たいと思った。地域の風景や特産物を次の世仞につなげ

いきたい、人の命を支える食を農業の立場から取り組ん

でいきたい、ということが原動力。

ゼモ゗プー：

矎丄して矎丄者目線で与ったゟ゗ゼドザアをきっかけに、小さい農を始めたい新たな人た

ちが矸いていく農地を活用できるようになるための講座を始めた。高齢化や後継者不足

で大好きになったこの農村の風景、里山がなくなってしまうのでは、という危機感、焦り

を感じている。中山間地の田畑は生物多様性や水源という意味でもとても重要な場所。営

農している農家さんだけがその管理や維持をするのではなく、営農している人がいて、そ

の周りにたくさん小さい農をする人たちがいるという状況にしていきたい。

地域ときちんとつながり、農村、風景、土を守ってきた人たちへのポガネアセと、「こんな

ことをしたい」というツザオペユをもって農や地域に関わることができる人を増やしたい。

循環型農業での地域ドボユゼ化と大学での農学部

開設などを通して南丹市は農業、というところで眿

ってもらえたら。

多様な生物の力があって命がつ

ながり、食卓につながっていると

いうことを、もっといろんな人に

感じてもらって食べ物を食べて

もらいたい。

気乙変動や獣害、担い手の減少

など農業の課題はたくさんある

が、耐分が農業で生計を立てる

ようになるということが、この地

域の農業の基点になるよう頑張

りたい。

学生の時、文化人類

学の調査実習で山梨

に連れて行ってもら

ったときに村で農業

を手仵い、地域のご

老人たちの話を聞き

ながら１年間過ごし

た経験から地域とつ

ながることが大好き
きになった。これまで点で農村をみてきたが、

面として農業のことを眿りたくなり、「百姓の百

の声」のゼ゠ヘピユゲポーを与ろうと思った。農

家に関する映亖は、「かわいそうな農家」やガ

パーセ農業、などツゲーユができているが、実

際に出仳った農家さんたちはアポ゛゗スゖド

で、耐分が理解していなかったことの多さに気

が付いた。

農家や農業を問題をヌーガでみるのではなく、

それぞれ違う農家さんに出仳い、農と市民との

距離を少しでも縮めていきたい。
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これからのビジョンは？

登壇者

　秋津 元赈 さん　（京跴大学教授／食赯社会学・食赯倫理論、

　　　　　　　　　　明治国際医療大学新学跰設置準備室長）

　柴田 昌平 さん　（ゼ゠ヘピユゲポー映画監督）

谷口 光里 さん　 （谷口赯園）

山内 守 さん　　 （南丹市副市長）

ゼモ゗プー はづき＊ （特定非営利活動法人つむぎ）

「根をはる」「つながる」とは？

秋津さん：新しい有機赯業の学跰ですることとし

て考えると、ゼ゠ヘピユゲポーで「赯家力」と言っ

ていた、これまでの赯家が持っている知識を科学

的な研究とつないでいくことが大きな課題。有機

赯業を実践してきた人たちの方が趧んでいるが、

科学的な研究がされてこなかった。もっとセーゲ

マに考えた科学的研究が必要。

食からの地域づくりというところで考えると、地域

全体をドボユゼ化していくことが必要。１つは食、

もう１つは誰でも赯業ができるというような、小

さな赯の担い手として、南丹市にたくさんある谷

筋などで赯業ができる、根をはることができる、

というようなところもドボユゼ化できる１つなので

は？

体にいいものは環境にも持続可能性にもいいとい

う世界を作ること。明治国際医療大学でいうと、

医食同源、そこに责土不二をいれていくような2

本立てがよいのではないか。

南丹市に住むと何ができるのか、ということを情

報としてPRし、住みたい地域としてだしていくこと

が必要。

山内さん：南丹市の赯業は産地もあるが、多品種小ムザ

セが中心。入りやすい赯業と言える。2046年には人口が

２万人を切るといわれているが、そうなっても赯業に携

わる人口はそんなに減ってない、となるようにきちんと

考えていかなくてはならない。赯業を営む人が赯業を

支えるのはもちろん重要だが、それ以外の人たちが支

えることに関わっていくことが必要。

国の「みどりの食料オガスビ戦略」で目指す25％の有

機赯業と、そうではない75％の赯業がどうかかわってい

くのかということも考える必要がある。大規模赯業、小

さい赯業、珍しい野菜を作って供給する人や村づくりと

一緒にやる人など、いろんな形の赯業をしている人が

一緒に根をはってもらえたらよいと思う。

赯家を見て子供たちが継いでいきたいと思える赯業で

なければならない。赯業所得がきちんとある赯業をい

ろんな角度から作っていきたい。

谷口さん：根をはるということは自分にとって赯業でき

ちんと生計をたてるということ。つながるということで

は、食べる人とのつながりを大事にしたい。地域の学校

や、地域の子供たちと一緒に食べ物を作るということを

やっているが、これからの子供たちや若い人たちにとっ

て跃いところにある赯業や、食べ物を作るというところ

の関りしろを赯家の立場から広げていきたい。赯薬を使

うことにも理由があって、いろんな形の赯業への理解も

一人一人の赯家と食べる人がつながることで生まれて

いくものだと思うので自分の赯業を根をはってしながら

やっていきたい。

南丹はいろんなゕナムーゴでできる環境があるので、

普段赯に触れていない人もこういう機会をきっかけに

つながっていただけたらいいなと思う。

柴田さん：有機赯業やその世界は面白くなってきている

と感じている。撮影で入ったところは中山間地が多く、

移住してくる若い人たちが耕さない赯業を始めたり、科

学的知見も少し取り入れて、機械ではなく根っこに耕し

てもらうとか、昔からおばあちゃんたちがやっているこ

とを少し新しく変えてやっている。希望、可能性がある

のだなと感じている。

ゼモ゗プー：鍬一本で畦を作るような、機械化前に

積み重ねられた赯の技術は、小さい規模で赯を実

践するにはとても重要。その技術や経験とつなが

ることができるのは今しかない。

つながっていくには、このオユバガビの場のよう

に対話を続けること。移住やこれから赯を始めた

いと思っている人は、「中山間地赯村の課題を解決

しなければ」ではなく、「やりたい」というツザオペ

ユを原動力にして、地域とつながって対話を生み

出していってほしい。

赯学系新学跰開設に関して、地域としては何かを

してもらうのではなく、赯に関趣して学生が集まる

ということをきっかけに一緒に何かしようという、

積極的な姿勢でかかわっていけるとよいと思う。

トゔオポスーゲー　

　山本 奈美 さん　（京跴大学大学院赯学研究科研究員（非常勤）、明治国際医療大学新学跰設置準備室）
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れを「無赯薬」として売り出して

も市場では評価されにくい。こ

の課題にどう対応すべきか模

索している。 また、明治国際医

療大学に有機赯業の学跰が新

設されることを知り、今後の赯

業に新たな価値が生まれること

を期待している。有機赯業は独

学で取り組む人が多く、何が正

解なのか分かりにくい跰分があ

るため、学術的な知識を得るこ

とで、より確かな赯業の実践に

つなげたいと考えている。

2027年4⽉、明治国際医療⼤学に⽇本初と

なる有機農業に特化した農学系新学部〔⽣

態⾷農学部（仮称・設置構想中〕が開設さ

れる予定です。地域の農業と⼤学、どのよ

うな展望が描けるでしょうか。

有機農業への取り組みはありますか？
どんな農業に取り組んでいますか？

香川さん：九条ダァの生産を趜じて、赯産物が業者

を経由しなければ消費者に届かない現状に疑問を抱

いた。赯業にはさまざまな形があるが、消費者に直

接届けることが重要だと考え、販売先の開拓に力を

入れることを決意。現在は社員を雇用し、栽培面積

を拡大するとともに、他の赯家にも生産を委託して

いる。 地域とのつながりを深めるため、地元の贬屋

で粗品のスゖザオヘの代わりに野菜を配布したり、学

校給食や飲食店に野菜を使ってもらうなどの取り組

みを趧め、認知度を向上させた。こうした活動を趜

じて、地域内での販売機会を増やし、赯業の価値を

再認識してもらうことを目指している。 

2024年には（株）京Workを設立し、就労支援A型の

枠組みを活用して、一耮就労が難しい人々にも雇用

の機会を提供している。NPOや赯業法人ではなく、

利益越求を基本としながらも、社会貢献の視点を取

り入れた経営を行っている。

赯業の現場では人手不足により赯薬散布が十分に行

えず、結果として低赯薬の栽培になっているが、そ

れ

西村さん：大型機械化で高齢化、人材不足を補う

ことを目的として赯事組合法人「大西営赯組合」

で集落営赯にした。後継者の意見を聞くと、会社

という枠を作って後継者肬成をする方がやりやす

いと考えたことと、納税の跰分を法人できちんと

できるようにした。昨年から摩気地域では、赯水

省の赯村RMOという枠組みも取り入れている。

フザセーは好きでやるということ。面白いこと、頑

張って支えていこうとみんなが思えるもの、少し

でも儲けられるものであることが大事。

西村さん：子供がいるから登校趜路の雪かきをする

など、地域をまとめていた文化が小学校が廃校にな

ることでなくなった。いろいろな文化゗ヌユセ

や“Make the Future”というテカペユを作って５年

続けたが、聪い人たちが残る魅力を保つためには雇

用を作っていかないといけない。

地域の中で有機を実践している赯家もいる。村の

30町歩のうち、22町歩が個人から法人に預けら

れているが、そのうち4町歩は合鴨の有機で米作

りをしている。やってもらいやすい土地を提案し

て使ってもらう形。

組合では畦肍刈りを年間５

回してもらうようにお願

いしているが、有機赯家は

忙しい分、肍刈り回数が少

なることもある。そういう

とこは大目に見て、時期は

あわせてもらったりしなが

らやっている。

山内さん：試行錯誤、やってみてだめだったら次、と

いうことで継続しているという経験からの学びはぜひ

聞いていきたい。南丹市として、てっぺんには有機赯

業があるけれど、そこにいくまでの環境に負肖がかか

らない赯業というところで、ッ゗ゝパガの液肥を使っ

て土づくりなども活用したり、ドボユゼ化を考えてい

き

香川さん：新規就赯したい人がやりやすい環境が必

要。地域が受け入れるということに課題がある。やり

たい人はたくさんいるので、地域の人がどんな目で

新規の人を受け容れるのか、ということ。また赹くで

赯家さんのものを売ることができるようにしていく

ことが必要。そこを担うことが使命かなとも思ってい

る。

これからの農と地域をどう考えますか？

地域産業である赯業で雇用を

作ることを考え、「摩気米（ま

けまい）」のドボユゼ化や、「厄

介者」として地域にある竹をゴ

ザナにして肥料にするお米作り

を今年始めているところ。

きたい。赯業法人としてど

うこれらを活かしていくの

かを相談しながら趧めてい

けるような赯業政策ができ

たらと思うし、失敗も壁も

いろいろ聞きたいと思うの

でこれからも協力をいただ

きたい。
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登壇者

　秋津 元赈 さん　（京跴大学教授／食赯社会学・食赯倫理論、

　　　　　　　　　　明治国際医療大学新学跰設置準備室長）

　香川 賢人 さん　（株式会社京八／株式会社京Work 代表取締役）

西村 寿 さん （赯村RMO摩気 副会長）

山内 守 さん （南丹市副市長）

トゔオポスーゲー　　　

　鈴木 健太跪＊   （369商店／（一社）京跴ゝーゟゾザアゕアオペユ代表）

秋津さん：「赯学跰ゕィム゛ウムカー学科」で検討

中。地域の有機赯家の方との趣携で知識や知恵を取

り赳むということを考えている。赯学系学跰に必要な

実習圃場を持つ、有機を中心とした赯業法人を作り

雇用を生み出すということをやっていきたい。

食と赯と社会の融合（案）として、ゞポ゠ヘボビは学跰

時代からナムカ゚アセを自分たちで考え、地域の課題

を見つけて取り組み、解決にもっていくことをしたい

ので、地域とのつながりが必要。どこでも使える知識

ではなく、局所的な知識（気候、土壌、水分なども含

め）を前提とした赯業の在り方を越求していけるとよ

い。

「有機」とはいったい何なのかを理解したうえで、赯

家や流趜、加工などあらゆる分野での人材が赋出さ

れる学跰を目指す。「みどりの食料オガスビ戦略」で

の赯水省の指針である「有機」をきちんと理解して担

っていける人材はまだ少ないので、そこをきちんと

扱える人を育てるということをしていきたい。

有機赯家をやりたい人は増えていて、学校もできて

きているが、もう少し跻み赳んで学べる場所というこ

とで将来的には社会人入学や有機に関心のあるゕカ

ゕの留学生などを受け入れていくことも検討してい

きたい。

明治国際医療⼤学の農学系新学部は
  どのようなことをするのですか？

Q.赯産物を地元で消費するというところのパーイ

スゖユィをしてほしい、あるべき姿をナボユゾユ

ィして実施してほしい。

A.山内さん：売り先を決めるパーイスゖユィが重

要。いろいろな売り方がある中で、知恵を出して

いくことが必要。

学校給食は米飯だけど、お米を含めて地産地消は

平均26％しかできていない。これをどうやって改

善していくかということに関しては、どう量や食材

を揃えていくのかというところも含め、知恵を出

して相談して考えていきたい。生産者の協力があ

ることは第一前提であるので、今後もご協力をい

ただきたい。

Q.研究と実践を合わせたものがあるのは必要なので

とても良い。せっかく有機赯業を中心とした研究と実

践をされるということなので、一般社会人も有機の

勉強ができるように研修施設にしてもらいたい。栽

培管理をする人材が必要となると思うので、南丹市

を中心とした有知識者の人たちに関わってもらうよ

うにできれば地域の活性化になる。

A.秋津さん：本格的に有機赯業の技術を责につける

研修ウーガを設けられるかどうかはわからないが、入

門的なものはできるのではないかと考えている。

地域の有機赯家さんの技術職員としての関りは必須

だと思っている。研究作物を作っても教員以外で世

話をしてくれる人が絶対に必要。まだ白紙の状態だ

けれど検討していきたい。

会場からのコメントと質問
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多様な農家を訪ねてきた柴⽥監督を
囲み、映画に⼀歩踏み込んで、この
地域の「声」を聴いてみましょう。

堀：

農薬も肥料も使わない農業を南丹市に

来て始めた。耐分で肬てたものを食べ

たいという思いで農業をしている。耐

分の食料をメインに、余ったものを売っ

て生活している。お客さんには「今は売

っているけど、何かあったらあなたの分

はないですよ」と言っていたが、誰も動

かなかった。今回、火事があって言って

いたことが本当のことになり、実際に農

作業を始めたお客さんがいる。私の夢

は非農家からちょっと農をやりたい、耐

分の食べるものを耐分で肬ててみたい

と思ってもらい、そういう人が増える

事。専業農家は正直楽ではない。農業1

本で飯を食おうと思わなくてもいいか

ら、少しだけやってみようと思ってほし

い。ちょっとだけでも『私も作る人にな

った』という人を増やしていくのが今の

日本、地方で大切な事だと思う。

どんな農業を実践されていますか？

下間さん：

就農して25年。最初の4年は難しい時期が続いたが、地域に

支えられて今何とか地域の担い手としてやらせてもらえるよ

うになった。70枚ちょっとで合計９haの田畑で米を中心に黒

枝豆や小豆、ハウスでキュウリ、露地でナスも肬てている。

地域から「もうできないからやって」と言われたら断らずに

預かって田の守りをしている。胂率は悪いが地域から頼って

もらえ、地域の人に耐分の田んぼでできた米を食べてもら

うことを原動力にがんばっている。

誰もが参加できる農業、つながる農業を目指していきたい。

中山間であまっている田んぼをどうやって守りをしていくの

かと考え、地域の振耜会で出会った大阪の牧場と飼料米作り

をしたり、大学生に収穫や販売までやってもらうこともし

た。鹿、イノシシなどたくさんの野生動物の獣害が多い中で

どうしたらいいのか今後も考えていきたい。

谷口さん：

日吉町の農家で生まれ肬ち6年前にUターンし

て就農。農薬・化学肥料を使わずに黒豆、お米

など多品目を露地とハウスで栽培している。

無名で窮屈と言われることもある南丹市でも、

生まれ肬った風景が好きで、この美しさを次の

世代にも残したくてここで農業をしている。

今までの栽培方法では太刀打ちできない気候

変動や獣害や、手に負えないスピードで地域内

に農地が空いて耕作放棄地になっていってい

る。耐力で解決できないこともあるが、他の農

家の力も借りながらやっていきたい。

須賀さん：

八木町神吉で15年ほど、無肥料の栽培で米

と聗を肬てている。フランス留学中に食べ

た野菜を通して生きてる実感がもてた。日

本に帰って有機農業を始めたら、野菜が牛

糞の味だったり、葉物が全部同じ味。そこ

でいきついたのが無肥料の農業だが、やっ

ている人が少なくて教えてくれる人がなか

なか見つからない中、10年前に堀さんと出

会い、1年、指導を受けられた。

柴田さん：

妻の大兼久さんと体験農園で借りている３

０㎡の広さの区画で野菜をつくっている。

神吉上区に移住した時、耐然栽培という言

葉がまだあまり知られていない時代だった

が、「ここに人が集まってくる」という直感

があった。現在、「京＋肍ビラ」というグル

ープで５人、それ以外にも耐然農をやって

みたいという人が4～5人農作業をしにきて

いる。神吉全体で150町ある内、上区は3０

町、その内１０町は耐分とメンバーで耐然栽

培/有機栽培で管理している。「みどりの食

料システム戦略」の有機農地２５％目標と

照らし合わせると、神吉の上区はすでに

33％で達成できてしまっている。
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登壇者

　柴田 昌平 さん　（ゼ゠ヘピユゲポー映画監督）

　下間 康広 さん  （しもつま農園）

  須訢 智昭 さん　（農園negu）

諫口 仂里 さん （諫口農園）

堀 悦雄 ＊　　 （丹波ヂデー農園）

トゔオポスーゲー　

　山本 奈美 さん　（京都大学大学院農学研究科研究員（非常勤）、明治国際医療大学新学部設置準亇室）

須訢さん：亀岡で自然栽培の研乆を

受けたピユッーと、堀さんが開争し

ている百姓交流仳に集っていた人た

ち、自分の亼からの知り合いが集ま

った。

農に関わる⼈集めがカギ。
 どうやって集めていますか？

掘：11年前に始めた「パ゗ネーガ百

姓交流仳」は北海道で三友盛行さん

が開争していた「パ゗ネーガ酪農交

流仳」に也った。無農薬でやってい

ると収量の話など地域の人とは話が

合わないこともあり、話ができる令

間がほしいなと思って始めた。非農

家から農業を始めたいという人も話

ができる場としてガゲーセ。令間が

できたらはげみになる。
下間さん：亘らの地域は助けを求め

た。野生動物も多い山の中で人に来

てもらえることが少ない場所。このま

まいくと田んぼの管理ができなくな

るので丈とか、この諫でできることが

ないかと地域振興仳の活動に参加さ

れている大阪の団万に助けを求め

た。そうしたら高齢化率が５５％仠上

という誎題を抱えている牧場と出仳

い、ガパーセ農業の活動の場を求めて

いたことから一緒にやるようになっ

た。

諫口さん：丨頼があれば受け

仏れているけど提丧するとこ

ろまではできていない。新た

に農業を始めたいという人は

厳しい道を自分で仏っていき

たいという熱量がすごい。人

に仵えるというところをどう

やって行くのか、来た人から

の刺激をうけながらやってい

きたいと考えている。

須訢さん：農業をやる前から

のつながりを通して生産物を

訜ってもらったりしている。自

分が始めた15年ほど前は有

機自然農に対して相手にしな

い、という雰囲気があったが5

年くらい前から地亼でも世間

的にも感覚が変わって、抵抗

がなくなってきた印諷。
堀：３０年前と比べると、隔世の感が

ある。維持管理をできる人に仧せよ

うという雰囲気が地域に出てきてい

る。だが、非農家から始める人は、

自分がやるから自分の勝手にする

ということではなく、２～３千年かけ

て与ってきた土、農地を管理させて

もらえる、与物を与らせてもらえ

る、という気持ちで地域のマーマも

理解して仏ってほしい。両方の立場

の人ともに自分の思いだけではだ

め。お互いに少しずつ我慢しあって

よりよい方向にいける落としどころ

をみつけるのが一番の誎題。

諫口さん：地亼だけでは手に訋えな

い農地が増えてきていて、長く農業

をしている人も人が来てもらわない

と農業が続けていけない。胡麻は水

が大切で、ため池があるが水詮の維

持管理ににたくさんの人出が必要

で、数軒の農家では限界。多様な人

を受け仏れていきたい。ただいいう

わさも悪いうわさもすぐ広まるの

が田舎。農地には思い仏れがある

り、丙い方はほんとうにいろんなひ

とが見ているんだという意諐をもっ

て地域の人たちとうまくやっていく

ことも必要。

農業での移住と地域出⾝のメリットデメリットは？

下間さん：営農しているものか

らすると、新たにに丙用しても

らうのは大訯成。土地は昔から

守ってきた思い仏れの強い場

所。たとえ耕与放棄地でも思

い出が詰まっているので来て

いただく方にもそこは理解し

てほしい。ただ来てもらう人だ

けが理解するのではなく、お互

いに理解しようとするのが一

番大切。話をしていって相互理

解を進めていきたい。

Ｑ.移丄して畑の周りに丄むというのは可能

でしょうか？

Ｑ.ガーツーで売られている野菜の規

格が厳しすぎて、与ってそのまま畑に

破棄されていくものが増えている。

農家から声をあげたらどうか？

会場からのコメントと質問

Ａ.諫口さん：農地付きの空き家が出てきて

いるが、初めての人が管理しきれる大きさか

どうか心配。また、家の前に農地があります

というツゲーユは少ない。空き家ッユアも南

丹市はある。

掘：ゲ゗ヒユィをずっとはかればいつか声を

かけてもらえるかも。どこまで粘れるか。辛

抱していれば話がくることもあるかも。

Ａ.堀：それは農家から言っても世の

中は変わらない。規格に厳しく、とい

うのは消訞者が求めるもの。食べる

人が声をあげないといけない。農業

の問題は農家の問題ではなく、食べ

る人の問題がほとんど。食べる人が

詼諐を変えないと、世の中は変わら

ない。
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6.�登壇者からの声

秋
津�

元
輝�

さ
ん

 私は報告者として全体会と分科会①に出席しました。南丹

地域は日本の中山間地域のひとつとして、人口減少と高齢

化、赯業生産の縮減などの問題を抱えています。それらの目

先の課題にどのように対応するかは重要ですが、一地域の

課題はつねに全国や世界の情況と趣動しており、私たちの社

会、とりわけ食や赯が今どのような社会環境におかれている

のを知っておかないと、今後の方向性を見誤ることになりか

ねません。全体会の報告ではそのようなことを意識しなが

ら、今まで赹代化と工業化を贷にして趧んできた食と赯の状

態を振り赺り、大きな視点で何を反省し、その結果をもとに

责の回りの地域での活動としてどのように方向づけて実践

していくかについて考えようとしました。まずはこの南丹地

域の特徴や優位性について、多様な立場の人びとが参加し

ながら、ともに考えだしていく機会や場をつくり出していく

ことも必要と感じています。

　私がこのオユバに呼ばれた大きな理由は、この地域にあ

る明治国際医療大学に新しく有機赯業に特化した学跰を創

設しようとしているからで、分科会①ではその内容について

現段階での構想をお話ししました。この地域のひとつの特徴

は、豊富な自然に囲まれた小規模な谷が趣なって生活の場

を作り上げているところと思います。自然や文化に多様性を

もつそれぞれの地区が、自然と環境に跉合した食の生産地

となることによって、だれでもが赯や食に親しめる場所とし

て地域全体をドボユゼ化していくという未来像を考えていま

す。そのときに、自然環境を最大限に利用する有機赯業や自

然栽培は、社会全体の未来を占う意味でも不可欠の要素に

なると信じています。新設予定の赯学跰食赯゛ウムカー学科

では、そうした理念を基贷として、中山間地で暮らすことの

幸せを再び取り戻すことを目標として、学生たちの教育とゕ

ィム゛ウムカー的研究を趧めるとともに、地域と寄り添いな

がら、中山間地におけるひとつの未来フズマの提示ができ

ればと考えています。

 未来を耕す、赯×地域オユバガビにてお話をさ

せていただく機会をいただきありがとうございまし

た。来場者が思いのほか多くて驚いたと同時に未来

をよくしたいと考え、足を趴び、何かに繋げたいと

いう゛ダマァーを感じました。

映画や色々な立場の方のお話を聞いて赯業を始め

そこに取り巻く問題は数多くあることがわかりまし

た。今まではごく一跰でしか語られなかったものが

多くの方に直接共有できる場としてそこにありとて

も有意義でまさに未来を耕すオユバガビだと思い

ました。

 オユバガビの在り方としてとりあえず白黒つけな

い、お互いの立場をわかり合う努力をするという前

提を置かれていた事にさらに良い未来を感じること

ができました。

分科会では上手く伝えられなかったかもしれません

が、僕や京＋草テボピユッーは純粋に作物を育てる

事が好きな人が集まって活動しています。

 小さな種から元気よく大きな作物になり、またそれ

を育んでくれる土、大地との関わり、命の循環、それ

を趜して私趼自责の生命のことまでに興味を持ち赯

業を楽しんでいます。

これからも地域や関心を寄せていただける方々と関

わり合いながらこれからの未来を耕していきたいと

思います。ありがとうございました。

　まずは「赯×地域オユバガビ 未来を耕す」が、想定以上

の多くの方々に参加いただきながら大盛況の中開催された

事をお喜び申し上げます。

　私自责、力不足ながら今まで３回登壇者として参加させて

いただきました。そして、毎回とても楽しい時間と経験を皆

さんからいただいています。

　というのも、このオユバガビでは有機無赯薬・自然赯法

といった有機赯法主体の方々や、私のような減赯薬・土地利

用型栽培の方々など多種多様な方法で『赯』に関わっている

方が参加されていますが、それぞれ趽う考えを持ちながら

互いを尊重し、否定することなく話を聞いたり意見を言って

いただけるので、参加する側にとっても非常に心地よく有意

義な時間となっています。

　今回、ズゖガゞザオペユの中で山地・中山間地での耕作地

の放棄にも少し触れさせていただきました。開催地である南

丹市は典型的な山間地になりますが、『赯』に触れるゴブユ

ガはたくさんあります。小さな『赯』や大きな『赯』など色々

ありますが、このオユバガビが『赯』を始めるきっかけや

『赯』とつながる機会となってほしいと願っています。

オユバガビ開催に携わられた皆さん、本当にありがとうご

ざいました。

　実行委員会の皆様には大変なご苦労があったと思います

が是非今後とも続けていただき、どんどん未来を耕していた

だきたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

　赯×地域オユバガビに参加させていただき、

「赯と地域のこれから」をスーパに、多くの皆様とと

もに語り合う貴重な機会をいただきました。南丹市

内外から想定を超えるご参加があり、それぞれの視

点や経験をもとに、赯業が持つ可能性について熱い

議論が交わされたことを大変嬉しく思います。

　私たち京八は、京跴産の食材を活かした商品づくり

を趜じて、地域の赯業と食文化を未来へつなぐこと

を使命としています。その中で改めて実感したのは、

赯業とは単なる「生産活動」にとどまらず、人と人を

つなぎ、地域を育む力を持っているということです。

赯業を支える赯家の方々、加工・販売に携わる事業

者、そして消費者が一体となることで、持続可能な地

域の姿が見えてくるのではないでしょうか。

　本日の議論を趜じて、「赯」に関わる多様な趻が拓

かれ、伝統を守ること、新しい技術を取り入れるこ

と、地域外とのつながりを深めること等どれもがこれ

からの赯業に欠かせない要素です。京八としても、京

跴の恵みを全国・世界へ届けることで、この地域の魅

力を広げていきたいと考えています。

　また、地域内外の方々が交わることで生まれる新

たなゕ゗ズゕや協力関係の重要性も強く感じまし

た。南丹の赯業には、まだまだ発展の余地があり、私

たち一人ひとりが小さな一歩を跻み出すことで、大

きな変化につながるはずです。

　「赯と地域のこれから」を考えるこの機会が、皆様

にとっても新たな挑戦のきっかけとなれば幸いで

す。京八も、感謝と挑戦の精神を持ち続けながら、京

跴の食文化を次世代へつなぐために歩みを趧めてま

いります。貴重なお時間をありがとうございました。

⾹川�賢⼈�さん

下
間�
康
広�
さ
ん

須賀�智昭�さん
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　まず初めに「未来を耕す～根をはりつながる道づ

くり～」をスーパとするオユバガビに参加のお声

掛けをいたことに彀謝いたします。

　ツダマズゖガゞザオペユでは、不彞れなこともあり

スーパに沿ってどれくらい的確にお話しできたの

か、ご迷弜をおかけしたのではないかと少々徳配を

しております。

 しかしながら、ツダマズゖガゞザオペユを通じて皆さ

んから多くの貴重なお話が聞けた事は、私にとって

大変貴重な機仳となりました。秋津教授、柴田監督、

谷口さん、ゼモ゗プーさん、そして分科仳の香川社

長、西村副仳長のお話のどちらを忑い出しても地域

農業への熱い忑いに仗彀を覚えました。

　私が言うまでもなく、農業を取り巻く弙勢は様々

な課題や問題を抱えていますが、今回のオユバガ

ビに集われたさまざまなお立場の皆さんが、それぞ

れの立場でこれからの農業を考えていただくことは

とても重要なことで、お互いを認め合いながら規模

や形归、経営、販路においても多様な農業を進めて

いくことが大切だとあらためて認識する機仳となり

ました。

　南丹市においては、農業は基幹産業のひとつとし

て大きな役割を担っています。近い将来どのような

農業が南丹市に徴要なのか、「みどりの食料オガス

ビ戦略」では2050年までに目指す姿として、耕地面

積に占める有機農業の取組面積の割合を25％(100

万ha)拡大することを目指しています。耕与放棄地を

今よりも増やさずに環境に負肖がかからない農業を

どのように進めるのか、そのヅユセがこのオユバガ

ビにあったと忑っています。それはやはり農業の多

様忖を大切にしてお互いを認め合い南丹市の農業を

考えていくことだと忑っています。

　南丹市ではこれからッ゗ゝパガから生徟される消

化液を肥料として農業の土づくりに活かすことで、肥

料としての利用个习を高め化学肥料七減による七ウ

ガセで環境に負肖のかからない農業を目指すために

も、この強みを活かした農与物のドボユゼ化を進め

てまいりたいと考えています。

　今回オユバガビに集われた皆さんも徻援をして

いただければ大きな力となりますのでよろしくお願

いいたします。

　つむぎのウユギナセは田耡暮らし、移丄、有機農業、食肬

等に止まらない。半農半X、小さな農業、地域づくり、仗生、

大規模農業、集落営農、シーポキビなどすべてを包含する。

だから私は仗彀させていただいている。

 「難しいことはできないよ」というとガゲザトの方は「西村

さんが日頃やっていることを言ってください」とのことで

「それなら、忰ずかしいけれどやらせてください」と発表さ

せていただくことになった。

　今回、私はオユバガビ直前に万調を壊したこともあり、

参加そのものを徳配しましたが丈とか回復できましたの

で、耐分の丄む集落の法人農業の状況と１０年前に閉校に

なった小学校の跡地を活用したNPOによる地域推進活動に

絞ってお話をさせていただいた。大学の４年間を除いて生

家を離れたことはなく、ここしか知りません。逆に、この南

丹の暮らしを素直にお話することが私に求められているの

だと考え、割に気楽に登壇することができました。

　オユバガビ当日朝、仳場につくと、多くの参加者であふ

れていました。こんなに多くの方が、南丹の農業や生活に

関徳を持ちつむぎの活動に仗彀している方が多いことに改

めて驚きました。ガゲザトの献身的な運営にも彀謝です。

　今この地域では、有機農業や生活環境に耜味があって移

丄してくださる方が増えていますが、仐万的に見れば高齢

化と過疎が進んでいるのが現実です。専業、兼業、彞行、有

機、趣味農業、大規模農業、集落営農などを問わず多様な

人たちがこの南丹地域で令聄く暮らして行くことが丈より

大切です。高い目標に向かって、ちょっとずつ進んでいくつ

むぎの活動とともに歩んでいきたいと忑います。

⻄村�寿�さん

⼭
内�

守�

さ
ん

　生まれ肬った地域の風景を次の世仞にも残したい。そ

の忑いで農業を始めたが、その気持ちと裏胤に、就農して

からこの5年ほどでも地域の中には農業から離れる人が

増え、農地を引き継ぐ者もなく肑れ果てていく耕与放棄

地が目に付くようになった。専業で農業を仕事としていて

も大規模化が難しい中山間地では、一人が担える農地面

積には限界がある。

　そうした中で農に関徳のある多様な人々の存在は、一

農家として大きな励みになる。この地域に丄み、農業を生

業としているからこそ出来ることは丈か。オユバガビを

通して改めて考えさせられた。分科仳では実際に同じ南

丹市内でも地域外の新たな人々の農の営みによって守ら

れている農地の存在を初めて知った。大規模化しにくい

小さな農地も視点を変えれば、小さい農や多様な担い手

の受け皿になる。まだ幼い徠が子の記彿に残るこの地域

の風景が、獣に肑らされた肑地ではなく、人々のいのちを

つなぐ食を支える農地であるように。次の世仞、未来に

向けて、受け仏れる乼の私も多様な担い手と一緒に出来

ることを考えていきたい。

⾕⼝�光⾥�さん
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6.�登壇者からの声

⼭
本�

奈
美�

さ
ん

　映画鑑許会に始まり、全体会と分科会2でトゔオポスーゲー

を務めさせていただきました。どちらも刺激的なギザオペユ

で、多くの学びと気づきを得ることができました。そこから持

ち帰った「お土産」は、私自责の今後の活動や未来社会へとつ

なげていくためのヅユセやシーマとなりそうです。本報告では、

特に印諷に残った「趻楽」「ツザオペユ」「守り」の三つの゠ーモ

ーゼを贷に、気づきを整理したいと思います。

　まず、「趻楽」と「ツザオペユ」についてです。映画に登場した

若梅さん（93歳）は、「己の職業を趻楽と思え」と誂っていまし

た。もともと仏教に由来する『趻楽』という言葉は、現代では否

定的に使われることもありますが、若梅さんは『自らの趻を楽

しむ』という肯定的な意味で捉えています。

　全体会では、多様な立場から赯に関わる方々が、分科会2で

は、赯を生業とする方々が登壇しました。登壇者の皆さんは、

それぞれ「赯」に対して熱い思い・情熱（ツザオペユ）を持ってい

ます。例えば、生まれ育った地域の風景を守り、次世代につな

げたいという諫口さん、「頼りにしてるで」という地域の信頼に

支えられてどんな田んぼでも引き受けると誂った下間さん、ト

ボユガでの循環型赯業の体験がきっかけで、仲間たちとおいし

い野菜を育てる須訢さん、「ちょっとでも育てたい」という人

たちとつながり、共に育てるウヒヘゾスゖを築きたいと誂った

堀さんなどです。皆さんは、それぞれのツザオペユに導かれ、

若梅さんの言う「自らの趻を楽しむ」様子が印諷的でした。

　最後に「守り」です。下間さんの「田んぼの守（もり）」という

言葉、堀さんの「田んぼは借りている」「使わせてもらってい

る」という諷徴的な表現が心に残りました。田畑とは、「数千年

にわたって先代（や生物）が育くんできた土」そのものです。赯

にたずさわる人びとは、その土を先代から受け継ぎ、次世代へ

と渡すまでの「お世話」をする、「赯の守りびと」なのだと気づ

かされました。　これらの「お土産」を胸に、私自责も「趻楽」

と「ツザオペユ」を大切にしながら、自分なりの「守りかた」を模

索していきたいと考えています。

　最後に、このような訚重な機会をつくってくださった、つむ

ぎと実行委員会の皆さま、そしてご一緒させていただいた登壇

者の皆さまに、心より感調申し上げます。

　まさに”未来を耕す”多様な人々であふれかえ

ったオユバガビの会場でした。日々、私たちの

頭のどこかで気になっている食や地域のこと、そ

して赯に関しての世界の現状や南丹市を含めた

日本各地の赯村の今について、映画の中のお百

姓の方たちや当日集ってくださった多様な登壇者

の方たちがそれぞれの思いの詰まった言葉をつ

むいで伝えてくださいました。　　

　提示された多くの誎題も、それらに取り組む実

議を基にしたヅユセも、必要なところで根をはり、

また先へ趧む趻にしていくためには、あの場を共

有できた私たちがそれぞれの立場で”耕す人”に

なっていくしかないのだと思います。

　先が見えないことや誎題が大きすぎて趗方に

暮れてしまいそうな不安を抱きながらも、大切に

したいものにつながり、対話を積み重ねていくこ

と。「間趽い」と見えるものも、見方を変えれば

「趽い」でしかなく、多様な趽いの中で”共趜の利

益”を見いだし、協働できるかどうか。温度の趽

いがなければ風は吹きません。しっかりとした根

をはるには風も必要だといいます。風をうみ、土

をつくり、種を蒔き、根をはる…丁寧に繰り赺し

ながら少しずつ、皆さんと一緒に趧んでいきたい

と思います。ありがとうございました。

ドワイヤー�はづき
　私は百姓（赯業者）として暮らしてきた中で世間で言われる赯業

問題の大方が実は百姓の問題ではなく、自分では食べ物を生産せず

に命をつないでいる人たちの問題だと思っています。それを少しで

も理解してもらいたい思いで映画「百姓の百の声」の上映も提案し

たし、分科会では赯の現場のことをしゃべりました。

　会で集まったゕユイーセの感想を見ましたが、反応していただい

た方々は概ね良い反応をいただけたように思います。また、この会

は３年目で年を越うごとに参加者が増えこの地域の中で存在感が大

きくなり、詼知度も上がってきていると思います。

　大規模少人数で効率的に赯業を産業的に趴営していくのもいけ

ないとは言いませんが、結果として地域から人が減って行き地域の

赯業に不可欠の゗ユトボ（水源、水詮、赯趻、里山、その他の管理に

支障をきたす現実が見え始めています。　

　赯村風景には、直接お金にはならないけれど、その土地の百姓た

ちが営々と守ってきた手間仕事が大きな割合を占めています。この

美しい赯村風景を守り後世に残していくには大勢の人が小さな力で

も出し合う必要があると思います。そのためには、少数の専業赯家

よりも多数の自給自詝、家庭菜園、半赯半X、自給不詝も含んで関

係人口を増やしていくことがよいのではないかと思います。

　そのためには「赯×地域オユバガビ」をぜひとも続けてより多

くの人に自分の命の糧が生まれる場所、多くの生き物の贜動を感

じ、美しいし自然を自分も参加して守っている実感を持てる人を増

やしていきたいと思います。

7.�ファシリテーターから

堀�

悦
雄

　趶疎化による赯業の担い手不詝の問題を考えたと

き、赯業法人を立ち上げて経営的にある程度の規模

を持つことで赯地の活用や雇用の創出を狙うことは

一つの正解だと言える。ただ、正解は必ずしも一つで

はなく、このオユバガビの狙いはまさにその多様な

正解があることを浮き彫りにし、様々な価値観の人趼

に多面的な視点を持ってもらうことにある。

　大規模化、効率化が一つの正解である中、それが

唯一であると思いがちなパガに対して小さな赯を志

す者は対抗意諐を持つ傾向がある。そんな中、分科

会１でご登壇いただいた株式会社京八さんは、規模

拡大をしつつも地域活性化に真剣に取り組み、大規

模効率化と地域訍献の両立の可能性を示してくれて

いる。赯村RMO摩気の西村さんは集落営赯の在り方

や多才な移住者の可能性に目を向けて、地元と移住

者が最大限能力を発揮できる地盤づくりをされてい

る。移住者と地元が見ている地域像は往々にしてか

け離れていることが多いが、その詼諐のキミを埋め

ることで、これからの地域を考える上での新しい共趜

意諐のようなものが醸成されているようで、今後も

目が離せない。

　そんな2つの事例紹介をもとに地域で実際に詖こ

っている変革を感じてもらうことが分科会1の狙いだ

った。この二つの事例を受けて、南丹市副市長の山内

さん、そして明治国際医療大学の新学跰を担う秋津

さんがそれぞれの立場での未来像を提示していただ

いた。不確定要素が多い分科会ではあったが、南丹市

の「赯×地域」の現時点をある程度浮き彫りにできた

のではないかと思う。

　このような場で感じたこと、考えたことは、忙しい

日常に戻れば時と共に薄れてしまう。年に一回のオユ

バガビで終わらせず、今後は定期的に多様な価値

観を持つ人たちが地域の赯について交流し諙誛する

場を企画していきたい。

鈴⽊�健太郎

（つづき）
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油⾕�寛⼈�さん
　農業に関わる人は農家だけでなく市や地域の教肬機関、

NPOなどさまざまであると実際に見て感じた。その中で、それ

ぞれが別の立場から耐分の考えを出してみんなが討論できる

シンポジウムがあって、南丹市はとても地域の繋がりを大切に

していると感じた。また、大学教授の話や、農家のドキュメンタ

リー映画に出てきた農の眿識などさまざまなことを初めて眿

れる機会となった。

　南丹市で個人が農業プロジェクトをするなら、小規模ながら

地域資源を活かした特聆ある農業に取り組む。例えば、有機農

業や耐然栽培に特化し、地元の直売所やネット販売を活用して

こだわりの農産物を販売する。南丹市の豊かな耐然環境を活

かし、観光農園や農業体験イベントを開催すれば、都市部の消

費者とのつながりを作りながら収益を上げることもできる。　　　　　　　　　　　　

8.�学⽣からの声東�愛⼦さん
　全体会・パネルディスカッションから、食や農において、

農法や地域間でのつながりを重要視する考え方が大切だと

学びました。より聄い農が、より聄い瞐会をつくっていくと

いう考え方も、現代瞐会で必要な事だと感じました。従来の

農法を継承することと、有機農業を広めていくことは、どち

らも大切だと思いました。

　シンポジウム全体を通して、皆さんが他の方々とのつな

がりを大切にしながら参加しているという印象がありまし

た。つながるマルシェでは、お客さんが農家さんとのコミュ

ニケーションを楽しんでいました。このシンポジウムは南丹

市の魅力があふれた素敵なイベントだと思いました。もし

南丹市で何らかのプロジェクトをするとしたら、瞾は南丹市

で農家さんが収石した野菜や果物を持ち寄って、料理をす

るという会を開きたいです。南丹市では、農薬や添加物を

使わない野菜や商品が作られているので、素敵な料理がで

きるのではないかと思います。食や農について情報交換を

し、農家さん同士の繋がりが強くなっていけば、南丹市がよ

り明るくなると思います。工夫が必要ですが、南丹市が更に

素敵な場所になればいいなと感じます。 伊藤�駿さん
　全体会・パネルディスカッションから得たことは、

事前眿識として眿っていた農業の担い手不足が問題とな

っていること、循環型農業の起点となるようなブランド化

を進める必要があることなどである。特に、実際に南丹市

で農業に関連する方々の意見には、昔からの農法、地域や

風景をつないでいきたいというものが多く、そのために

「根をはる」「つながる」など農を始めやすい環境づくり

をすることが必要だという意見はこれからの農をつなぐ

という点で参考になった。

　シンポジウムは、耐分が参加する前に考えていたよりも

多くの人数が参加していて驚いた。全体会では南丹市で

の農村としての課題がどのようなものなのか、また農村

や農法をどのようにつないでいくのか、大学に新たに農

学部を設立することでの地域おこしなど、様々な内容を聞

くことができた。分矁会ではより詳しく農村と企業や大学

などとの関わりについてお話を聞くことができたが、参加

したどちらも盛り上がっており農村

のこれからをつないでいくことへ

の意識の高さを感じることができた。

三本⽊�亮⻫�さん
　現在農地を手放す人が後をたた

なくなり、続けている人に土地が偏

るため大きな農家が増えている現

状がある。そして政府もビックファームを推進してるこ

ともあるが利益を考えると多くの土地をもち運営する

ことは必ずしも大きな利益になることはないことを映画

を見て眿りました。また、農業の効率化が進むにつれさ

まざまな技術が開発されて行く中で、田んぼを耕すの

にAIを利用する技術では現段階では人の力で作業した

ほうが効率であり田んぼの状況により対応できるため

実用化に時間がかかるという現状もあることを眿れた。

　矀津さんがおっしゃっていたUPF(超加工食品)は生活

習慣病の原因でもあるため、地域から食を基に変えて

いくことでよりよい農がよりよい瞐会をつくるというこ

とが今の世界に大事な部分であると共感して印象にの

こった。また、「つながる」農家のため込んだ眿恵や経

験と矁学的な睊矶をつなぐことが大事であることや、

「根をはる」では誰でも農業が始めやすい南丹市の根と

して考えていることが印象に残った。

林�涼太朗�さん
　映画では、様々な農家の方の声が取り上げられていてどれ

も耜味深かった。特に矀田県大潟村で大規模な開墾をした

直後に減反政策が行われたという話が心に来た。県や国か

らの直接的な援助も受けられず、耐害する人も現れる中で

の耐主農業を強いられた環境であったのに、「米ぬか」を肥

料として利用するといった残された住民の農業に対する眏

摯さや向上心にとても感銘を受けた。

　農村の課題として、生産者が販売者や消費者とのつながり

がないとされていたが、やはりマルシェや直売所はよい策な

のではないかと感じた。生産者の顔を見て消費者も安心して

買いやすく、直接的なコミュニケーションの場所を提供する

ことができるいい機会になったのではないかと感じた。

　もし耐分が南丹市でプロジェクトをするならば、南丹市を

周眿してもらうイベントを大学でも行えたらと考える。内容

としては南丹でとれた食材を使った物販や農業体験を展瞎

するワークショップを開催できたらと考える。また、一回の

みならず開催できるようにアンケートの実施をし、次回開催

に向けての改善案などにもできればと考える。実現の兆しが

あるのならば尽力できればと考える。

　第１回目のシンポジウムで基調講演を頂いた

龍谷大学の西川聘昭教授（農業・資源経済学/民

際学）のゼミ学生たちが今回、学生ボランティア

として参加してくださいました。当日は、運営の

手伝いをしながら、映画鑑賞、全体会、分矁会に

参加し、学びの時間をもちました。学生からのレ

ポートを紹介します。

　西川ゼミの学生たちは、初年度のシンポジウ

ム以降、農村資源フィールドワークとして、田植

えや矞刈り、田畑用の水路巡りなどで度々南丹市

を訪れ、学びと交流を重ねています。南丹市朝市

マップの作成に取り組んだり、都市農村交流の睊

矶として南丹市の事例を取り上げた学生もおり、

今後も継続した関わりを期待したいと思います。

⿓
⾕
⼤
学
経
済
学
部�

農
業
・
資
源
経
済
ゼ
ミ

また、耕作放棄地を活用して新たな農

地を開拓し、地域の高齢農家と連携し

ながら農業の技術を学ぶのも一つの方

法だ。こういった講演会のようなイベ

ントから繋がりができ耐分でもプロジ

ェクトを出来るような環境にして行け

たら聄い。
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9.�

青柳 :野菜の販売   

いけじゅう :ハンバーグ弁当　 

ココペリハウス :焼き菓子／干し聋／味噌など      

里のごほうび　みやま堂：鹿メンチカツ弁当など

PIKANCHI:耐然栽培赤米玄米珈琲／農産物加工品  

南丹農産加工クラブ:耐然栽培柚のゆずこしょう

古民家食処「美・火水」:耐然農法の野菜を使ったお弁当　 

パン工房 農�みのり�:天然酵母パン　

カフェ&マルシェSEEDS :サンドイッチ／マフィン／パン    

OYAMAのおやつ :季節の焼き菓子 

美山のことむすび :おむすび/からあげ弁当                 

ニジサク農園 :けんちんお米麺うどん　

AOISARU:ヴィーガンお弁当／米粉焼き菓子

MOKU :コロッケなど 

ひざのうえにぱん:米粉パン／米粉焼き菓子

世屋蔵:無農薬米粉のお菓子／無農薬みそ／麹調味料など           

種:玄米おはぎ 　　 

風気庵 :はちみつ  

「農」につながる情報交換・交流・書籍など

地域で作られた素材を使ったお弁当・加⼯品

明治国際医療大学 :2027年開設予定の農学系新学部の紹介

大和肥料株式会社:有機肥料のサンプル展示販売／肥料資材の紹介

よつば農産 :よつばの紹介／取り扱い商品販売  

12歳の竹細工:タガ編みを使った小物ワークショップ

（一社)農山漁村文化協会:農関連書籍の販売       

たねの交換会:耐家採取した種を持ち寄って交換しましょう！　

使い捨て時代を考える会 :取り組み紹介／「安全農産」取り扱い商品販売

キンカントマト物語 :キンカントマト冊子販売／YARDREED野菜研究所研修生募集

南丹市 :南丹市の農や地域での様々な取り組み、移住定住促進サポート等の紹介

野生動物被害対策相談室 :獣害対策アドバイス／ニホンザル被害への対策など

NPO法人つむぎ:農×移住相談デスク

出店者⼀覧

　このシンポジウムでの初めての試みとして、「農」に関す

るこの地域ならではのモノ・ヒト・コトにつながる場を設け

よう、と広く南丹地域で活躍している作り手の方々に出店し

てもらう「つながるマルシェ」を開催しました。この地域の

新たな魅力を発見し、出会いの場となるよう、また、農×地

域というテーマを深掘りできるよう、「農」に何らかの形で

携わりがあるという参加条件のもと、合計29店耥が集まっ

てくださいました。

　当日のマルシェ会場には、店主が肬てた米や野菜が原料

の食べ物や飲み物であったり、すべての行程が丁寧な手仕

事であるがゆえにその仕込み話も聞くことができる加工

品、また、獣害対策相談や農場研修生募集コーナー、有機専

門の肥料や書籍などが一堂に会しました。

　農薬不使用の農産物や加工品を扱う店耥が多く集まった

事がこの場の特聆でもあり、他にはない充実した構成となっ

たように思います。マルシェを目指してきてくださった方も

多く、品物を手に店主と話が弾む場面や、出店者同士も交流

する場面がみられ、会場はにぎわいあふれていました。「こ

こから新たな何かが始まる」そんな期待を感じさせる場と

なりました。

⾷とつながる
地域とつながる

作り⼿とつながる
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10.�たねの交換会

11.�アンケート集計

　たねの交換仳は、自分で育てた野菜などを種になるまで

育て、種取りをする、いわゆる”自家採取”の種を持ち寄

り、交換する場です。なかなか交流することがない地方各

地の農村の人たちが集まり、よりよい種を交換し、広めて

いくことで、農村や農業の発展をしていこうと明治時仞に

はじまったそうです。

　地域の気乙風土に合った種は、その土地ならではの食文

化にもつながっていたり、同じ品種でも、ある地域で育った

種が、別の地域にはなかった”強さ”をもっていたり・・・

　乒々でそれぞれに継いできた種を交換する、という中に

は土地に根付いた独自のものを守るということや多様性を

守るということなど、重要な役割があるといわれていま

す。

　昔は普通にされてきたことですが、現在では種取りをし

ている人は本当に少なくなっているということから、このオ

ユバガビでは、食べ物を与る基本のところにある種取り

に興味をもってもらうことや、周辺地域でどのくらいの人

がどんな種取りをしているのかを知りたい、ということでつ

ながるパマオ゚の仳場内でたねの交換仳を実施しました。

　仳場には地亼の農家さんや、長年種取りをしてい

るという方もお越しいただき、最終的に計20種類仠

上の種が集まりました。種を持ってきてくれた理由

は・・・

・周辺地域の農家さんとの交流が欲しかったから

・万が一仐て収穫して種がとれなかった場合、種を　　

継いでくれている人がいるとまた分けてもらうこと

ができるから

・楽しそうだったから

・長年育てている種をお裾分けしたかったから

など様々。中には「たねの交換仳には興味があった

けど南丹市外での開争が多く今まで参加できなかっ

た。今回初めての参加となるのでとても楽しみにし

ていた。」「家庭菜園ほどの畑なので普段他の農家

さんとの交流がなく孤独だった。今回種を通して関

わりを持てて嬉しい」などの感想も。専業農家さん

から家庭菜園をされている方まで幅広い交流が生ま

れている様子が見られました。

　予想仠上の数と種類の種たちと、楽しそうに種の

お話をする面々。地域を想う気持ちやゲダセポテセの

熱い思いが集まった場となりました。

シンポジウムご参加いただいた⽅のうち、47名の⽅から紙⾯およびオンラインでアンケートのご回答をいただきまし
た。以下は項⽬ごとの集計です。

質問①ご参加のきっかけは何ですか。（複数回答可） 
　地域の課題に関心がある…26                                  

　地域の課題に取り組んでいる…21

　映画「百姓の百の声」を見たかったから…23                      

　農業に携わっている…19

　明治国際医療大学の新学部について関心がある…13        

　南丹市への移丄を検討しており、情報を得たかった…0

　農や地域のことに関心を持っている人たちと

　　　　　　　　　　 知り合いになりたかった…12　

　その他…5

　　・新しい゠ーモーゼをみつけたい

　　・自治仳組織

　　・多文化仗生社仳の実現、日本語支援

　　・仕事でも地域活動のエバーセを行っており、

　　　農業とは切っても切れない関串にあるので

　　・胡麻まちづくり協議仳員　

質問②それぞれの満⾜度について、
     該当するものに〇をご記⼊ください。

映画

「百姓の百の声」

非
常
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満
足

8

参加した分科仳

オユバガビ
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参
考
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参
考
�

�
�
�

1　　2　　3　　4　　5

0　 6　　10　 11　14

・観終わってから良い意味でもやもやとした気持ちになり

ました。丈か答えが得られるというより対話が始まる映画

だと思いました。

・道楽に！！記録をとる、常に新しいことに挑戦する。

・長かったです。よい力が感じられました。

・百姓がみんなかっこよかった。IIも楽しみです。

・現在農業が取り込まれている環境は厳しく課題が多い。

現場ではどのような声があるのか知ることができて面白か

った。

・農家、百姓の徹底した生の声を拾っておられる内容に感

動と気づきがいっぱいありました。よかったです。

・2回目ですが、1回目より印象深かった。百姓をなめるな、

本当にそうですね。農文協すごい。

・ずっと見てみたいと思っていた映画だったのでこの機仳

に見ることができてよかったです。また、監督さんも素敵

な方でお話仼えて来てよかったなと思いました。次の映画

も楽しみです！

・農家としての視点で見ると改めて結局はムハザセやAIが

発達してもそれぞれ人間の手のかけ方が丈よりも大切だと

感じました。映画に出てくる各農家さんの乂念が仵わって

きてとても感動しました。やっぱり1から食べ物を生み出す

農業という仕事はかっこいいなぁと誇りに思えました。

・現状の課題のほとんどは現場、そこにかかわる人、つな

がり、百姓目線、現場目線の現実を仵える、そのままわか

りやすく仵える映画でとても素晴らしい内容にまとまって

いて参考になりました。政府や今の政治はその邪魔をしな

いでいただきたいと思いました。

・仠前から興味のある映画でした。監督の話も聞けて良か

ったです。ソミーゲーの言葉一つ一つ、たねの写真に魅了

されました。百姓は百の仕事ができる人、すごいですね。

・農を大切にしたいと思った。

・長年やってこられた気付きのお話は説得力があった。

・丈度でも見たいと思う素晴らしい映画でした。映亖が美

しくて涙が出るほど感動しました。

・゛フーオペソマですね

・いろんな考え方があってよいと改めて思いました。とても

素敵な映画、ありがとうございました。

・いろいろな発見があり面白かった（ぬか、えひめAI、苗な

ど）

・農文協の組織、活動を始めて知りました。

・与物を与ることだけでなく、基本である「草刈り」のこと

なども取り上げてもらいたいと思った。獣害についても取り

上げてほしい。

・自分と比べると残念ながらミヌマが高く、比べるには遠い

感だ。

・新たな発見、気づきがあって大変良かったです。まだまだ

深堀する点がたくさんあるので、次回編、さらなる続編に

期待しています。小さな農家へのゕナムーゴに愛があふれ

ている。

・日本の農業に関する生の声が聴けたよい映画でした。

・映画は途中までしか見られなかったので、また見る機仳が

あればぜひすべて見たいです。

・百姓の方々の生の声を聴けてすごくよかったです。

・農の枠を超えて地域福祉など非常に学び多い素晴らしい

映画だった。小学生はむずかしいかもしれないが、中・高校

生にも見てもらいたい（学校で上映仳をやってほしい）

・130分はとても長い映画でした。ゼ゠ヘピユゲポー映画な

ので2部にして仲憩時間をとってほしかった。集中力が持続

しにくいのと、セ゗ミの近い人もつらかったのでは・・・

・もっといろいろな声が聴きたかったです。「続編」を期待

しています。

・内容は良かった。乒人だけでなく地域の在り方についても

対象にしてほしい。

・丈度見ても心が動きます。昨年春に見て登場人物の方に

仳うことができてその方の生き方を勉強させていただくこ

とができ、希望が湧いたことを思い出しました。

・前回十三で見ましたが、さらに編集が加わっていてとても

トミザオヘで、それぞれの農家さんの乒性に農家力を感じ

るとともに、百姓のほこりを感じ、改めて田畑に向き合おう

とツモーをいただきました。

質問③映画「百姓の百の声」の感想をお聞かせください。

質問④シンポジウムの内容についてお聞かせください。�

A.�テーマに関連して課題だと思われて
いることやご⾃⾝の取り組みなどに参
考になりましたか。

B.�テーマに関連して課題だと思われていることは何ですか。また何か取
り組みをされていたら教えてください。

・楽しい、興味があれば始められると思います。食への正しい知識が消費者

に仵わればと思います。

・いかに無農薬でたくさん与るか。

・これは難しい問題だと自分が思い込んでいることが課題かも。

・「根をはりつながる」人間中心に丈と丈がつながり、それは丈が必要なの

かといった根本的なお話が聞きたかった。そのために南丹市が抱える「強

み」や「弱み」を具万的に聞いた後、そのためにどのようにすればよいかを

人間中心にお話を聞きたかったです。

・地域の小さな農業者を増やしたい。自立・自律しながら助け合えるゆるや

かな、確かなウゾヘゾスゖーが必要と思うのでそれを与りつつ。幸せを感じ

ながら生きる人を増やしたい。

（つづき）

�(P9に掲載以外の感想を以下に掲載します）

11.�アンケート集計
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質問④B続き
・兕丹市民の中でも農と地域の結びつきが遠い部冿がある

・地域では高齢儵が進み、あと5年たったらどうなるだろう

という話が話題になる。中山間地なので、急斜面の草凁りが

問題。そういうことも取り上げてほしい。

・一般の人と農家の現実があまりにも大きいこと（理解でき

ないと思う）。

・農産物の価値があまりにも低いこと

・農産地域の高齢儵に伴う農業の継続が課題。

・兔働（CSA等）、お金以外の地域価値を増やす、若者が矎

住できるには。

・収益を冹すこと

・農に関わりたい人の発掘、小農をやりたい人と休耕地のパ

ザゴユィ

・瞾は3年凞に矎住をしてようやく貸家から自冿の家を手に

入れた。春から農地を耕す予定ですが、地域にいて地域で

暮らすこと、田畑に取り組むことと収入を保持していくこと

は今ちょっと難しいかなと思っています。農の眿識がないこ

と、道具がないこと、1人でできるのか、などなど。

・食と農の重要性は日々感じています。これからの時代に土

に触れる重要性を眿っていただくために田畑を使って土に

触れる機会を設け、旬の野菜や野草のおいしさを眿ってい

ただける機会を年に数回実施しています。

・スーパに関連しているかどうかわかりませんし、これ

は農に関してだけではありませんが、いろんな法律があ

り、それぞれの法律は問題点があり、これを整理しない

ままここまで来てしまったことが大きな課題だと思って

います。今やっているのはささやかですが、どんな法律

や凒度がありそれがどんな考え方で作られたのかを学

び始めています。

・今一番気になるのは少子儵だ。それと仕事場。これを

解消するためにも残されている農地の凍用拡大だ。個

人個人では無理だろう。この解消のためにはィマーナ

儵しかないのでは。その口净としても現活儔は大净なこ

とだと思います。

・つむぎのはづきさんが自己紹介で話されたことは全く

瞾が今思っていること、願っていることと同じでした。瞾

もできることを頑張ろうと思いました。

・苦しんでいる時の他者への発信、人とのつながり、農

家と外から来た非農家はお互いを認める事から始めな

ければならないが一長一睂にはできない。

・獣害と自冿のフゴヌーオペユ維持

・始め易さは大净な要素だと思い

ます。

・地域での情報共有を大净にする

質問④C.�全体会、分科会で印象に残ったこと、学んだことなどをお聞かせください。

・農業の大净さを感じた。できることから始めたいと思いま

した。

・今後の学部新設を機に、未来に提言しつつ净り込んでいけ

る出を期待します。

・実際に農業をされている方のお話がきけて良かった。

・様々な農家さんの直接的な考え方がきけて良かった。特に

堀さんのお話はもっともっと聞きたいと思いました。ここか

らさらに生産者、消費者の垣根を超えた話も深めたいと思い

ます。

・お話全部面白かったです。日々考えていたことを凋の視点

から見られたように思います。

・百姓交流会について

・堀さんの挨拶、自冿の食べるものを自冿で作る、兕丹市の

発信、凩市長さんの敷居が低く、熱く農と地域づくりを語る

姿、谷口さんのしっかりした思いを伝える事、有機農業学部

ができるというドボユズゖユィ、地域づくりつなぎにしていく

こと。監真の笑顔がとても素敵でした。ほっこり温まります。

会えてよかった。

・「しなければならない」よりも「～したい」を大净に。対話

することでしか発展しないし答えはない。

・行政を頼れないと、現実を眿らないんだなぁと改めて思い

ました。

・兵庫県から来ましたがどこの地域も同じで担い手不足、獣

害などの問題があると思いました、瞾は農家ではなく、家族

で食べる冿だけの畑と田んぼをしています。その点でゼモ゗

プーさんの話はとても参考になりました。

・農で地域がつながること、いろいろなお話がきけてとても

良かったです。人とつながりながら対話が大事、農地（地球）

は未来から借りていると信念を持って語られていて、その通

りだなぁと実感しました。

・ツザオペユに導かれて生きます！

・いろいろな各冿野の方のお話を聞かせてもらいありがとう

ございました。農業立国に向けて明治国際充療大学が有機農

業のギユゲー的存在になることを期待します。

・農業は風景を守ることにつながる

・地域と消費者等々の対話がもっと必要だと感じた。

・冿矁会②で登壇された方々、すごい方々だと感じた。

まだ若い人たちだが頼もしい方々だ。今後も交流の場を

作り、仲間を広げてほしいものです。

・凩市長さんが冹席され、取り組みを話されたことに関

心しました。市全体が農の取り組みについて出を入れて

いるさまがよく凊った。

・映画からもつながるが先人の人たちが持っている大い

なる遺産を何とか次につないでいきたい。

・小さい矜を蒔いて、それが大きく育ち、野菜が育ち実

ることはすごいことなんだと眿らない人が体験すること

の魅出はとても大きい。「お客さんの顔を見て声を聴い

て農業することがだいご味」兟象に残る表現でした。

・農家出、百姓出、地道な取り組みを継続していくこと

・兕丹（地元）の参函者が多いことが兟象的だった

・兟象に残ったこと、学んだことは複数ありました。答え

になっていなくてすいません。ありがとうございました。

・担い手、根をはる、が゠ーモーゼになりました。

・都会や地域外の人のことは取り組んでいますが、高齢

者ばかりの地域の皆さんとともに月一回矑度食事会を自

冿たちの地域で収石できる野菜を使い、地域のおばちゃ

んたちで作ることができれば雇用につながるような環境

を整えていきたい。地域の活性儵につなげたい。

・映画の中で冹てきたギポトで「自冿は道楽として農業

をやっている」や、ゼモ゗プーはづきさんが言われた「ツ

ザオペユに従う」、これは自冿の生き方は自冿で選んでき

た、自冿の生き方の席には自冿でとる、という宣言のよ

うに聞こえとても兟象に残りました。

・ヅセのつながりを大净に！

・久しぶりにオユバガビ的なものに参函させていただ

いて、あまり変儵点がないのかなと感じた。またその中

でじわじわと人口減という大きな課題が近づいているな

と思いました。

・とてもおもしろくて、1日楽しませていただきました。

考え続けることの大净さを学びました。



質問⑥シンポジウムの運営に関す
る次の項⽬について、どのくらい
満⾜されましたか。該当するもの
に〇をご記⼊ください。 

日矑

会場

申赳方法

事前案内

1　　2　　 3　  4　　5

0

1

1

3

9

8

12

11

16

16

13

11

11

12

12

120

0

0

0

非
常
�

　
　

満
足

非
常
�

　
　

不
満

質問⑦その他、全体を通してのご感想などありましたらご⾃由にご記⼊ください。�

1.赯業を始めたい人や矎住希望者と各地域のパザゴユィの場…19

2.スーパに関趣した活動や地域の視察＆体験シゕー…16

3.矎住者や担い手を矪極的に呼び赳みたい地域の趣携づくりの場…17

4.赯×地域をスーパに南丹市を外にゕデーマする゗ヌユセ…12（赯産物、特産品、矎住促趧など）

質問⑤この農×地域シンポジウムの企画で、今後どのようなものがあるとよいと思いますか。（複数回答可）

・地元の人同士をつなぐ取り組みの参考例。明治国際医療

大学新学跰の実践報告会

・南丹市参赯エバーセギユゲーがあることを初めて眿っ

た。大いに活用 すべきですね。

・柴田監真の「森聞き」という画を10年前に見ました。こ

の映画もとても良いので上映してほしいです。赯家でもな

い人、一派市民向けの（亀岡市でも県外者でも）南丹市で

余っている田んぼで米作りを学び、家庭菜園のようにィマ

ーナで助け合いながら学びの後も続けて自分の食べるウ

ピを作れる取り組みがあればよい。

・これだけのオユバガビを行政、大学、市民と協働で開

催するのはすごいと思いました。普段から良いウヒヘゾイ

ーオペユが取れているのだと思いました。

・赯地が崩れていく、崩されていく、圃場整備や太陽光ツ

ダマの問題→離赯を加趟させる要因になっている

・映画に出てこられた方々や南丹゛ポゕでの赯家さんた

ちの生の声を聞けてとても良かったと思います。今、野菜

が高騰と言われますし、お米も。お金を出して買えなくな

ることだってあるかもしれません。夏の暑さや冬の寒波、

等々、現在のきちんとした現状や副市長さんが言われた

赯家が持続できるような収入を皆それぞれ頑張っている

今ですが、やめられる方々（年齢等もあると思いますがそ

の他も）がおられる今。正しく理解し、見えていない跰分

をしっかり見つめ、何が今必要なのか、何ができるのか、

自分自责でも見直す良いきっかけとなりました。準備

等々ありがとうございました。また会場でも素敵なご縁

をつながせていただいたこと、感謝いたします。

・地域のことを（今後の）どう考え盛り上げていくか、数々

のヅユセがありますが、具体的に動かしていくことの指針

を得たいです。今後も課題です。

・駐贬場からの階段の矎動は困難と感じる方もいると思

う。会場へのゕアギガも大きな課題とか考える。

・食べる人が切り離されている赯の問題は大きいと思い

ます。食べる人の意識改革、大事ですね。

・これだけ多くの人がこれだけ熱心に参加されている事

実。これでだけで何か未来に期待が持てそうな気がしま

した。ありがとうございました。あと改めて「赯文協」さん

のすごさを感じました。

・胡麻地域街づくり協議会がありますが、今後いろんなィ

マーナとの交流を考え、お互いに活動拡大にと考えま

す。その時はよろしくお願いします。

・田舎のおっちゃんたちの地域愛はとても素晴らしいと日々

実感しています。それを支えるのは食だと考えています。地

域のおばちゃんたちが意識が高まるようにつながりを大切

にしていくことで、地域のつながりが関係性がまるくつなが

ってきた様に、先人たちのような村づくりを継続していきた

い。食と赯は切っても切れません。若い人の色が乱れており

ます。大学でも安全安心な食材を使ったお昼を提供いただ

きたいと思います。

・地域で何代も赯業を営む人と、矎住で就赯の人の両方の本

音を聞くことができ、語り合うことでこれから共鳴し合いな

がら赯村を維持していけることは素晴らしい。有機、無赯薬

の赯業に対して以前ほど地域の無理解は薄くなり、今がゴブ

ユガである！と言われたことは印象的でした。

・屋内でのパマオ゚でよかった。赯家の方の話を直接聞けて

学ぶことが多かったです。

・お試し赯家（住宅、2年間限定で貸す）/跴会と赯村・後継者

育成（小学校のゞポ゠ヘボビに1次産業を）/赯業作物の価格

をもっと上げる→赯家が経済的に成り立つ。

・生産者のお話がきけるのは嬉しいです。亀岡市ですが、赯

家でもないですが、南丹市が好きです。南丹市に矎住したい

です。

・第1目的の矜の交換会に参加できてよかったです。ゲダセポ

仲間と交流したいです。有機赯業というか、今まで赯として

あまり認められていなかったもの、作物をつくるだけでな

く、周りの人々、取り巻く環境までを眿り、ともに生きてゆく

みたいなことが大切だと思っています。今回の゗ヌユセ、ガ

ナポユィ日吉でたまたまゴボオを見つけて、久しぶりにわく

わくしました。希望が見えました！

・とても素敵な矸気でした。今後ともよろしくお願いします。

・本日の参加者に赯に関心のある方が多く、矎住を含め赯業

につながるようになればと思います。

5.その他…7

 ・スーパに沿ったお瞣りを作る 

 ・ぜひ、地元赯業系高校生も参加してほしい。明治国際大

も赯学跰の枠を超えて鍼灸学跰、看護学跰とも趣携して、地

域のエムユなどと交流できればと思った。 

 ・地産地消の好循環を目指す工夫

 ・つむぎさんがこの数年をかけて眙実に取り組んでこられ

たことの継続の力と時代が変化してきていることがうまく交

わっていることは素晴らしいですね。上記の内容はぜひお願

いしたいです。
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終わりに

関係者の紹介

運営にご協⼒いただいた皆さま
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

明治国際医療⼤学�事務局の皆様
 �

明治国際医療⼤学�看護学部�看護学科� �
 <学生ボランティア>　薄衣 愛香 さん   大槻 華翔 さん　　　　

⿓⾕⼤学�経済学部�農業・資源経済学ゼミ 
 <担当教授>　西川 芳昭 さん

 <学生ボランティア>

 東 愛子 さん   伊藤　駿 さん   鈴木 冴月 さん   三本木 晃斉 さん   

 奈良崎 蓮 さん 林 涼太朗 さん  油谷 寛人 さん     

プロダクション・エイシア
 大兼久 由美 さん

司会������������������������������������メディア・記録
 コイケダカオ さん          田中 利彦 さん
  

運営サポート
 明田 泰史 さん   井筒 由紀 さん   榎本 拓司 さん   田畑 昇悟 さん   

 西澤 雅子 さん   安原 正子さん    矢野 大輔 さん

チラシ・ポスター�デザイン&イラスト���
 uma studio

農×地域シンポジウム実⾏委員会
 牛尾 直美    榎本 聡子    奥村 育子   塩貝 孝之   鈴木 健太郎   高屋 晧   

 友前 尚子    ドワイヤー はづき         中野 修     藤原 正昭     堀 悦雄

 前田 敦子    安原 健二　  米澤 弥央

託児�������
 NPO法人グローアップ

 　「有機農業の集まり？」「農家じゃないけど行っていい

の？」「一体どんな人が集まるの？」・・・このシンポジウ

ムに参加されるまで、皆さんには、多くの「？」があふれ

ていたことと思います。私たち実行委員自身も「映画に人

は集まるのか？」「私たちは一体何を伝えたいのか？何が

できるのか？」「何のためにシンポジウムを行うのか？」

と、「？」にあふれたスタートの中から議論と対話を重ね

て内容を作り上げてきました。

　この冊子の原稿を書いてくださった登壇者やアンケート

を寄せて下さった参加者の皆さまが書かれているように、

南丹市だけではなく、現在の日本の多くの中山間地域にお

ける問題を解決し、「持続可能」な「農」と「地域」を作っ

ていくためには、一つの方法や一つの考えでは立ち行かな

くなっている現実があります。そのため、さまざまな方

法、さまざまな規模、さまざまな年代の方が参加しての農

の営みが必要であり、作り手である農家だけではなく、消

費者も農と食について「自分の生命をつないでいくもの」

として捉え参画していくことが重要だということを、この

シンポジウムを通して確かめ合うことができました。

　英語の「culture（文化）」は、「耕す」という意味のラテ

ン語に由来しています。私たちが「農」についての考えや

意見を交流し、お互いを認め合いながら「未来を耕す」こ

とは、地域の文化をつなげていくことだとも言えます。

 

※あいうえお順

　1年目「これからの農と地域を考える」、2年目「種まき

ミーティング」、3年目「根をはり　つながる　道づく

り」・・・。今年度のシンポジウムでは、大学との協働、マル

シェ、映画上映、地元の若手農家さん、タネの交換会・・・

と、多くの新たな道を拓くことができました。このように、

さまざまな道を作ることができたのは、皆さまからの温か

いご協力・ご支援をいただいたおかげだと心より感謝して

おります。

　会場を提供してくださった明治国際医療大学さま、それ

ぞれの日頃の取組や今後の展望を力強く語ってくださった

登壇者の皆さま、多くの人と人とのつながりを作ってくだ

さったマルシェ出店者の皆さま、当日の運営を支えて下さ

った・南丹市職員、運営サポーター、明治国際医療大学・

龍谷大学の学生ボランティアの皆さま、そして、積極的な

参加をしていただいた参加者の皆さま、本当にありがとう

ございました。改めて御礼申し上げます。

 今後も、皆さまの前に続いている道を一緒に歩み、未来

へ向けてつなげていきましょう。

 

　　　　　　　

（特非）つむぎ・農×地域シンポジウム実行委員会　一同

25



12.�チラシ
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この事業は「令和6年度京都府地域交響プロジェクト交付⾦」を活⽤しています。

特定⾮営利活動法⼈つむぎ・農×地域シンポジウム実⾏委員会

       E-mail： tsumugi.nantan@gmail.com��
�        �HP： https://tsumugi-kyoto.net/

  この冊⼦はつむぎHPよりダウンロード（PDF）できます。
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